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１．概要（Summary） 

これまで当研究グループでは、有機/金属ハイブリッド

ポリマーを用いた、エレクトロクロミック材料の開発をおこな

ってきた。a)しかし、酸化還元前後でのポリマー内の金属

間の相互作用など磁気的な性質についての知見は得ら

れていなかった。今回、産業技術総合研究所ナノプロセ

シング施設での磁化率測定などを通し金属の磁化挙動に

ついての知見を得た。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

磁気特性測定システム(MPMS) 

【実験方法】 

粉末状の有機/金属ハイブリッドポリマー(Tb-Poly;~30 

mg)を用い測定を行った。粉末サンプルをカプセル内に

詰め、プラスチックストローに固定し測定を行った。 

振動式高感度磁化率測定法(RSO)で直流磁化率の温

度依存性（10-300 K）、磁場依存性(0-2 T)を観察した。

交流磁化率の周波数依存性(0.1-1000 Hz)を観察した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Tb-PolyのT vs. T プロットを Figure1に示す（：

磁化率）。100-300 Kの温度範囲でTの値が 10.5 cm3 

mol-1 K と、相互作用のない Tb イオンの予測値と同等の

値をとった。10-100 K の温度範囲でT の減少がみられ

た。これは Tb イオンの mJ状態のデポピュレーションによ

るものである。 

Tb-Polyの vs. HT-1プロットを Figure 1 Insertに

示す（：磁化、H：磁場）。各温度での vs. HT-1プロッ

トが重なっていることから、Tb イオンの磁気的異方性が小

さいことがわかった。 

Tb-Poly の交流磁化率を測定したところ、遅い磁化緩

和に起因する明確な周波数依存性が観察できた。 

本研究において Tb-Poly の磁化挙動について解明す

ることができた。今後、この知見をいかし有機/金属ハイブ

リッドポリマーのさらなる機能性開発を行っていく。 

Figure 1. T vs. T plots for Tb-Poly (: magnetic susceptibility). Insert: 

reduced magnetization of Tb-Poly.  
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